
　立志社中は、意欲ある学生と、それを支えてくださる地域の方々からのご協力
なくしては成立しないプロジェクトです。地域の皆さま方の熱意ある御支援に厚く
御礼申し上げます。
　本学は開学以来、地域に根差した大学をめざし活動を続けておりましたが、こ
のような流れを大学あげて、教職員・学生とともに推進するために、「県民大学」
を標榜し「域学共生」の理念のもとに、一層の飛躍を期しているところです。
　その中でも立志社中は、地域課題に関心を持つ学生たちが結集して開始さ
れた、本学の自慢のプロジェクトです。2013年に、６チーム、参加学生102名で
出発した立志社中ですが、今年度10年目を迎えることができ、振りかえりますと、
地域の皆さまから寛容な心で育てていただいた10年であったことを痛感して
おります。今年度は６チーム、170名の学生に加え、３年ぶりとなる、立志社中
プロジェクトの立ち上げ準備期間を支援する「立志のたまご」プロジェクトの
募集を再開し、1チーム４名の学生が新たな活動をスタートさせました。
　立志社中では、学生が、自分たちで関心のある課題を定め、企画・立案し、
地域に飛び出し、地域の人々と交流しながら活動に参加しております。学生らしい
視点・着想、そして行動で、勇敢に地域社会に関わっているように思います。
その姿に、我々教職員は時には驚き、微笑ましく思っているところです。同時に、
このような学生の活動の周辺に、あるいは背後でしっかりと支援して下さって
いる地域の方々の存在を感じております。地域の方々による多方面からの
ご支援に感謝しているところです。
　昨年度も新型コロナウイルス感染症の影響により、活動に大きな制限が課せ
られましたが、その中でも志を高く持ち続け、活動を進化させる学生たちの姿が
ありました。今年度も引き続き、慎重な行動と対策が求められています。こうし
た状況の中で、地域の課題と向き合い、前に進もうとする学生たちに激励を、そ
して、温かく迎えていただいている地域の方々には感謝をしつつ、立志社中の
活動がさらに発展することを願っております。
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高知県立大学地域教育研究センター 池キャンパス池キャンパス

永国寺キャンパス永国寺キャンパス

〒780-8515

高知県高知市永国寺町2番22号

TEL.088-821-7125  FAX：088-821-7126

MAIL：risshi@cc.u-kochi.ac.jp
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ご あ い さ つ

域学共生を目的として、「地域文化の振興・再生や地域の課題解決」の
ために意欲をもって取り組む本学学生グループが、主体的に企画・実施
する以下に掲げる取組みであって、かつ、成果が見込まれるプロジェクト。
ただし、政治、宗教、営利を目的とした活動は除外します。

まちづくりや地域おこしなど地域経済の活性化に
つながる取組み
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うち3チームは
「立志のたまご」

7 8 6

参加
学生数

学部学科を超えた横断的な取組み

行政・企業・県民のネットワークづくり

中山間地域をはじめ地域活性化のための活動拠点づくり

その他、地域と連携した活性化への取組み

・1プロジェクト30万円を限度とする活動経費の助成
・活動の相談、指導・助言、広報などの活動支援
・能力開発、スキルアップのための講座の実施など

2014年度～2022年度

2022年度2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

全学生の 全学生の 全学生の 全学生の 全学生の 全学生の 全学生の 全学生の

253名 273名 410名 361名 302名 309名 247名 146名 182名182名

9 9
10 10

21.8% 22.1% 31.3% 26.5% 20.8% 21.4% 9.1%15.3%
全学生の
13.0%

うち1チームは
「立志のたまご」

プロジェクト概要

高齢化率の高さ＜町の人の元気さ

　おおとよ探検隊は、高知県の中山間部を拠点に、地域の方との関係性を
大切にしながら地域資源の発掘と地域の魅力発信活動を行うために結成し
ました。実際に大豊町に出向いて町歩きを行い、地域の方とコミュニケー
ションを取りながら活動を行います。

4名おおとよ探検隊 新規（2022年～）

麻岡 里光／文化学部 秋谷 公博／地域教育研究センター
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大豊町

高知で一番元気なまちづくりプロジェクト名

　かんきもんは「子どもから高齢者まで誰もが助け合い、守り、支え合う共生社
会づくり」をコンセプトに幅広い地域に赴き、６つの異なる分野に分かれ活動
しています。活動を通して学んだことや地域の課題を発見し地域に対して何が
できるかを考え、学生がやってみたいことを提案していき地域の方と共に考え
ていく形式を取っています。様々な方の協力あっての活動であるという感謝の
気持ちを忘れず活動を行っていきます。

かんきもん 継続（2014年～） 72名

高知市、土佐市、安芸市、四万十市 中川 公太／社会福祉学部

田中 きよむ／社会福祉学部

プロジェクト概要

地域と繋がる、共につくる、
支え合いの社会

～「学生」が変わる～、～「地域」が変わる～プロジェクト名

プロジェクト概要

学術調査を活かした
地域活性化プロジェクト

　from ZEROは、中土佐町での「民具調査」と青柳裕介著『土佐の一本釣り』に
見られる風景の比較を行います。調査の過程での聞き取り調査などを通して、
地域の方とのコミュニケーションを図り、地域活性化につなげることが目的で
す。期待できる効果としては、地域への貢献、次世代への継承、地域文化の再発
見、文化財保護、観光事業への貢献の5点が挙げられます。調査の成果として、
パンフレット、パネルの作成を行います。

7名from ZERO 継続（2021年～）

村松 桃佳／文化学部 橋尾 直和／文化学部

中土佐町

4･11･14･15 1･3･11

「立志のたまご」とは、次年度に「立志社中」の新プロジェクト
として申請することを目指し、プロジェクトの立ち上げ準備
期間を大学が支援するものです。今年度は1件（学生総数
4名）のプロジェクトが採択されました。

伝統と発展　中土佐町の風景の復元と民具の活用プロジェクト名
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